
⾼校⽣との連携・構図

流域の湿地９８％が消失
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高校生の想いによる連携の輪

失われた湿地
⼈間の⼒で新たに造成

で⽣物多様性を回復

帯広農業高校 連
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⾼校⽣⾃らが考える、実践的な環境教育

450m

（湿地全量調査）
2014年 秋季 約20,527個体

↓
2015年 夏季 約34,760個体

85
m 約4ha



⾼校⽣の思いが繋ぐ、新たな効果

地域が動き出す！（ゴミ拾い）

地域が河川利用について考える！（アイデア出し）

河川環境保全・利用の地域風土の持続的な伝承！（発表の場）


